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匡】l 二重マイクロコンピュータ制御システム

耶rTJ慌能允プ三の_ii安な･輿をj‾rtうエレベーター,エスカレーターでは､

マイクロコンピュータのや人などにより,安全竹三が高くかつl‡■さi度に多様化

Lた慌能を′Ⅰ工みぃすととい二,彷エネルギMの二【ズにブfトンた新製-～.-.の開

ヲ邑で人きなJ戊刀工を挙げることができた｡

小紙屑ビル用としてグ〕主力機帥である日_､∵規桁形エレベーター｢ビルエ

ース+にはマイクロコンビニ〉-タがす采川され,制御一口Ⅰ路,†i言一引=】1略グ)人帖
なノ.一にJ′一化によるイ.柵州三のr｢り卜はもちろん,催し､やすさとノ左全作を砧めると

といニシステムグ)磐如を?さ場ヒした所望払■.才一を川二Jヲ芭L,｢析ビ′しエー1て+とL

てモテル子ェンンL,山場グ)ニーズにこたえた｡

ノくノ那加-fi朋ビルでは,rl一占J空な十渕利子卸システムであるヒート､∫′二乍上′1剖ば手許即

ノノJ〔を旭川Lた人阪巾仕り出前3ビル,新柄センターービ′レなど続々緑刺をけH

始LたL-､･ノ∴【1-Ji.墟‾l戸】二流ギャレスエレ〈こ-一夕ーの新ご払1■'∫とLて,㍗`一に力形

サイリスタレすナード｢刷子卸の開発が進み,′岳い三い卜爺保【;舞木什//二三さ什本什ビル,

株式会社第 一子功業組什1こJ.†iビルなどで紙洞-ゴ主に桜軌を開始L,叶りヾする新

できる体r別がヤさった｡

日影規了別のi′三通に什う油圧エレ/ヾ-一夕ーーの才､汁トがfヰ.i.どぶ乾きれ,工作に,帆

柄†ト土鳩としてれスぺ‥ス化Lた4八東り油L仁エレべ-1クーがfiミ【lを汀テぴ

ているr､

エスカレーターでは,タト観部すべてのステンレス化と川ノブデマケーーショ

ンの採1fJにより,耐久作,安全什を｢rり+二させると とい二,ヘリカルキヤ減

連装占など新駆動システムの開発により,れエネルギー･黙スへ一ス化を

rj三J九LたⅤシリーズェスカレ=ターーを朋党したじ 新巻望■1■-,グ)/｢綬の活躍が判

子1三きれる｡

-ノノ,海外‥′りけの士プJ裂■～■】-である輸.り川J脱イこ行形エレベーターは,仝了帥Ⅰ勺

なモデルチエンンを実施L■,-1iり制作能の1/り卜,瓜忙の 一新ノ之び選択什様の
船人をトメ】ったり また,シンガホ■一ルにエレベー一夕ー｢′トナヰ三+1J湯を.i辻､二仁し,火

向アシ■ア,rい近火地【メニなとJますます叶りヾする需要に対する供給体制を碓_､ンニ

Lた｡

その他のビル関i軋馴削幾抒…主でも,打エネルギM,れ九 ′ト形･軽量化な

ど一件界的なニーズにこたえる新Lい製.丁2tのり三川化に努めてし､る_-J

すなわち,′乍朋川.設備機才二手としては､′ト形･低脂汗を特上主とう▲る?:モiてチタ

ーーポチラ【バッケーー｢ゾ,放び水iて}Jてスクリューチラーユニットをノノこ成Lた｡
圭た人l;祐エネルギー利川推称テとして,セド湯熱朝三熱着岸･とl披収J℃iて川.Ⅰミ,水ユニ

‥ノトを;阻み†ナわせた弟分i易,ノ女びj令暖ナノiを対象とする[トt仁ソーラシステムは､
多くの7訂繋が期待きれるであろう亡〕

･ノJ,黙り耶の分町では,月即椚の朋を什い､▲させなし､で節′■=Eできる黙′l‾注力け

い光ラン了の開発,与望ん■∫化に成J力した√_.

マイクロコンビュー1タを応用Lビルでの他用′【=注力,?た朋給排水.封佑,仙災･

仙犯設帖などを一災小り…rこ‾牡制御する分l一枚形ビル符丹システム"BUILMAX叩

は,汽エネルギー･告ノJを含めたビル管I【旦のイ.捕i竹三内卜のり三一呪を叶能にす

ることができ,今後正二く清f日されるものと期待されている〔ニ
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エレーミ一夕ー

エスカレーター

マイクロコンピュータ応用の規

格形エレベーター

f+､工J皇望作一昨は規桁形エレベ【ター

｢ビルエース+ク)乗川シリー-ズーーP∴

仕′も梢シリーズいR∴ 船台用シリー-ズ

ー､B､'のすべてにマイクロコンビューータ

を装備Lた新モデルを昭利154年10JJか

ごっ発ノ己Lた｡

ノトL【_Tlのモデルチェンシ､によって,1980

年代のニーーズにマッチした告エネルギ

ー形としたはか､いっそうの機能向上

と稚いやすさ,安全竹三を追求したもの

となっている｡､

その主な特上三を二人に述べる｡

(1)制御装荷は,主,制の二組みのマ

イクロコンピュータを備え,各々に機

能分散させるとともにf【け上の監視機能

を付加したシステムを偶成し,誤動作

l彷1Lと∠左仝件の確似をⅠ､ヌトノた_二苺系シ

ステムとした(匡=)｡

(2)安全性の面では,航速性′在勤機に

よって異常時に拉寄附まで三枚山運転を

するセ【フティドライブ機能,乗場側

ドアや山人ItのJi袋郎への興亡物挟み込

みをl;ガ_1l二するセーフティリターン装道

など,またサ【ビスの何では,来客の

利川状況にん占じてトi閉め開好川剥脱を自

動的に調節する機能,むだな運転を省

くため行き先ボタンのいたずら防_LL機

能など,きめ細かな配慮を施した｡

(3)省エネルギーの血では,信号り レ
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発｢‾T+:l鵠

一数を立とし,サイリスタによる電動

機制御の改善,かご!1て叩]やフ7▲ンのn

軌休l卜などによリ20%(当引二比)任もi械の

効果を上げている｡

(4)また泊f川jシリーズ`■ビルエース

B''は,運j転磐怠l庁の一新,かご内装

に化粧板fl二様の採用など意忙悼も巾J上

し,規格形エレベーターシリーズをよ

り充実したものとした(図2)｡

省電力形サイリスタレオナード

方式直;充エレベーター

M-G(電動発電機)に代えてサイリ

スタ変換巷宝石を川いたサイリ スタレオ

ナードプア⊥(ェレベ【タrを開発L240m/

minまでの工レベーーターーを納人Lてき

た｡ちEに,本ノブノじの過J｢J拡人を【ズ1り,

600m/minまでの超ホi辿エレベーターー

に対しても開発を終わり,その1ぢ･怯

(360m/min)を株J〔≦さ什節-･幸助業鈍行

木口iビルへ納入した｡

イニブナ+七は山_州各用サイリ スクを6伽l

だけとし,土l=1路ノ在流を一一ノJ何に,ま

た,界磁私流を刀工{1に油紙制御する稗

めて†i鳩州三のiてJ古し､[卜､ンニ磐望作所独tと1の‾万

土(である(図3巻貝てi)〔)

ヰニノJ式の主な特上主を二大に述べる｡

(1)`.琶力消弔量が25%以_l∴(±1祉M-G

万上七対比)節約できる｡

(2)エレベーター川ノt=馴鮎訓r卜＼のf絹子が

約10%(1杜M-G‾〃式対比)輯i城できる()

などであり,省エネルギH時代のニー

ズにこたえる/ケ後の主さ充製■†■-一になるも

のと期待されてし､る｡)

注:略語説明
上り(電機子電流)
Jバ界磁電流)

図5 新∨シリーズエスカレーターの外観

匡】3 サイリスタ

エレベーター速度

制御システム

4人乗り省スペース形さ由庄エレ

ベーターの開発

5～61掛jミのビルを対敏とする4八

乗り油r土エレベー一夕ー｢H､■仁ハイIJロ･

4+をモデルチェンジLた=図4)〔)イニ

エレベーターは什い百′ト湖▲似ビル川とし

て一_ノ三絹什を能吏一軒二考え,また油□三ノノ

Jじの村田を十かした多くの1け上主をもっ

ている｡1こ員は紙屑ビルの交油量に比

でナー〕て来川エレベーターーでは誠少ク)4

八束りとしなが⊥1,乗かごはソフ丁や

･Ji務巾Lなどのt+′.こ;‡-′家上土もー卜分逆子舶でき

る寸法とLている--〕油性は,刺ノJを滋

小l祉ミにfl州1い㌻るため卜汁帖30m/minと

Lているが,遁転効ヰくをIrりI∵㌻るため

卜‾柿1けにはi･i石越化(45m/min)L,｢女1姓j

までグ)スピーードアリブ_Jを巧一版Lてい

る〔､

帆朋ビルの.没イjrijとして斗‾､1こに巾紫な儀

一旨:主の小形化に対しては,油卜十三ジャッキ

を来か二､の側l帥二収納,油口二装1打と′i‾に

1も丁別御要言を一体化するなどの_】エソこを凝

ノブLて,井肺主格平伽スへ--スで15%,

機械1ミ平痢スぺrスで25%の縦′ト(+1

什比)をl※卜〕てある(⊃ 日吉じ規H川に旧姓

するJ貝部オーバへ､ソド､J▲法は3mに抑え,

｢Ⅰ凧ll古内に収める｡_+二とに成J`ノノした｡

オ･-ルステンレス｢∨シリーズ+

エスカレーター

従火のエスカレーターのイメー,ジを

-･新Lた新形エスカレーター1Vンリー-

ズを川+ヲ己Lた(図5)｡不エスカレータ

図6 新開発の四方デマケーション付

ステンレス製ステッフ

ーでは,アルミダイカスト望･望乙テ､ソフ

に代え,独】′1の1‾と術川H己により川ニソト糾

のステンレスヤ川三仙‾†二のステ‥ノブ(区1

6)を′大川化した(二､そのため,止l′丁三什

はもとより従水グ)ステップでは此けヶゝ)

れなかったクり--ト(柁)グ〕火川を,は

とんど件無とすることができた.-

二〝〕排ステップのり三川化により,1糊

二f二かご〕ステップ圭です〉-ルステン レス

化を速成L,耐久作､′占てぃ‾什l三を一 寸貨と

砧めることに成∫ノJLた.二,また新ステッ

プは,茶色付戊イ封脂製の川ノノデマケー

ション(拝二･コてイTl:)を枇壬叩主音三仙することに

より,ステ･ノブグ)損料をりト+tし,:乙チ

ップのlll州り才7f.iグ)デマケーーションを-1■ゎ〈

するlトンニJ壬生f竹叶独川=のセーフティ8mmヒ

ナナわせ∴左1モ什か人帖に【｢り卜している･:

如にⅤシり一ズ`では,■l一丁i対Jヰく〈＼リカ

ルギヤのす采川､滋子j二状わ■Lの少ない拭Jl

ん▲∫(グ)ハントレーール郎上靴尊王ここ′一三のl榊ヲ己乙･

どにより30%のれ`【‾はノJ化(ごレl什比)をり三

城し,ランニンブコスト♂川t純に人き

くて守一ウーした｡

またH形鋼イ小一Jのど一ムフレームの

拭川,恥土的機偶の小形化などにし亡り,

.没ir一'-ニスペースを10%以卜縦i′卜(ご11什比)

Lており,埋J十三スペースグ)イJ‾効ブ■1=Jキ

トズlるようにしているく- 二れJ〕のⅤシリ

ーズの柑上壬は,咋代のニーーズ､に的締に

こたえるものであl),/｢校外ん▲巾での

捕主催が期待される｡
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図7 輸出用規格形交ン充エレベー

ター(YP形)の乗かご

t 壬

図8 空フ令ターボチラーパッケージ

輸出用規格形交流三エレベーター

｢YP形,YPA形+モデルチェンジ

‾火南アシア各地のアパ【卜 小′卜j工

作所Ih=ナエレベ【ターとして多数納入

り三紙のある規朽形交流エレベーターー

｢YP形,YPA形+を,近斗の顧′#ニー

ズの多様化に対九仁するためモデルチェ

ンジした｡

新モデルの_主な特上主を次に述べる｡

(1)_廉かご,逆転憑諾などの止忙を刷新

し,ノ肘和牛を1｢り_卜させた(図7)｡

(2)/11人Ilわく,ドアをステンレス柑

とするなど選択仕様範川を大帖に･拡大

L,あJ⊃ゆるビルに過川できるように

Lたく)

(3)糾･托新形′左全米講を托川し,仁子和(

作,†米全作の向上をr･ズ1った｡

空:調･給封F水

空冷ターボチラーパッケージの

完成

‾火南アジア･中近‾東など,水で亡楯に

′乏Lい地j或を対象とLたった一寸㌻ターボチ

ラーパッケージを完成した(図8)｡乍

冷ターボチラーパッケージは,ターボ

fて㌻i東伐と空1もfて‡よ‖方J〔のi脊耽コンデン

サをコモンベース上に配試し,パッケ

ージ化を川ったものである｡アと冷⊥(で

あるため,j分封1塔,i合却水ポンプ及び
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太陽熱集熱器

480面

(アリーナ棟)

太陽熱集熱器

561面

(プール棟)

補助温水ボイラ

自動制御機器

中央監視機器(CP])

9 0

蓄熱槽

30m二う

給水

;戸過フィルタ

W於

※

蓄熱準
30[1･+ ※

2竺竺ら
ヘッダ

滋

ヘッダ

ロて

与

冷
却
水

補助温水

ポイラ

吸収式冷凍機

30RT

図9 水冷式スクリューチラー

ユニットRCU30S(出力22kW)

円上幣.㌍帥f言fが全く‾ィこ安であり,ごて㌻水配管

とノiに1t配線を桜紙するだけでよい｡i†㌻

凍′≠手品は,160～300USRTの範州で,

`乍i甘コンデンサにはスリ り 卜什フィ ン

を･採用L,仁ミ熱作能をl｢り_卜させて′ト形

化を川っている〔∴了㌻拙機と起動づ】謹は､

】ニいて梢造の以外形恍械1ミに叫丈めJ)れて

し､るので什も騒託と左･っている(〕

水冷式スクリューチラーユニッ

トの開発

ユニットの心臓部であるト‡一滴盲俄に新

例先の一半密閉形ス‾クリ_1一トfi紡機をす采

用L,従来のレシプロ形と比較Lて大

帖な仕も髄一汗･肌蹴勧化､′ト形化放び†諸

掛ノ性のIrり上をプ三上杜Lた(図9)｡二れに

より,レシプロ形では必要とLた専用

解帥戌三三などi没吊条件が緩和され,ノ達櫨

の叶川5J隅などへのri貨道が吋能となり,

施工が容易になった二.七な什様を表l

にホす｡

ソーラーシステム

日本化宅公憎からイ肝究′三/川音ほl;市洞峰

公l三月休f稚苗ソーラー設胤 医療法人一秦

病lち己からりハビリテーーション朋ソーラ

ー設備をそれぞれ′ヱi上した｡

洞峰公園体育館ソーラーー設備は,集

｡或

発

※

澄

｢
●
■
-

ヒートポンプ
空調機

50mプール
=二1∫‾‾

た回収コイル

ニット

中温水コイル

ユニット

=二∵二丁二こニエコ
▲ ▲ ▲

シャワー

プール床畷房

ユニット形空調機

ヨbわ

パネル

中ヒ一夕

ファンコイルユニット

図10 洞峰公園体育館ソーラー設備フロー

表l 主な仕様

形 式

冷麦帽巨力 騒音50′′60
外形寸)去

(mm)
50′′′60Hz Hz(ホン,
(kcal/′ll) Aスケール)

RCU30S
79′200/

94′000

59/′60

幅l′590

奥行800

高さl′358RCU40S
105ノ000･ノ′

124′000

熱旨三吉約2,000mZを川いざ∴】し水プールノJ】1熱,

休f絹旨.馴托iの冷暖りiを行なうものであ

る｡系統トメ+を図10に示す(⊃ 袋熱効率の

Irり卜をトズ】る臼的で集熱回路は2系列に

分維してし､る｡f比水プーールは低ブ址炎熱

【り川各て∵災熱Lたi占ヱ.水により加熱する〔)

砧iん‡.袈熱川路で張熱したf占1L水によl卜定

一乍は槻収∫(冷;心機により冷ブノ∴
冬季は

1糾妾さ止水により岐ナカを行なうとともに

このプ止水をシャワーに利川する｡更に,

熱効率の向上のために排熱回収ユニッ

トをt設i;子こL,熟の有効利用を1ズーってい

る｡逆転晋作はコンビュ"タを利用し

て拉適口劫)基転を行なう｡

他ノノ,リハビリテーション絹ソーラ

【.封箱は､リハビリテーションが必要

な患‾者のi易浴泊療に使うi止水を供給す

るとともに,夏季には1吸収1じ冷一束機に

よる冷リjも併せて行なう｡集熱器は295

m2設置L,冷Jカ期1‡り中は冷†カ用に48mミ

給潟周に247m2他用する｡冷坊期附中

以外は全集熱器を給拐鞘に使用する｡

f了汁Jjから給拗への切操は自動弁の操作

により?羊幼に行なえる｡給i易系統は集

熱岩三‡でf.【‖し水とし,そのiムム水を貯拐タン

クを絶て数椎頬の音符槽に送り込み患名･

のりハビリテー｢ショ ンと して川いる｡

また冷テノiは,80～900cのf左.1水を使用L,

l吸収式冷凍機によl)j含水としフアンコ

イルユニットによリj脊7方を行なう｡太

ド湯熱不足時は補助ボイラを稼動し不足

熱を補う｡
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図】l 自動う重転装置付水中汚水ポンプ
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図】2 省電力けい光ランプ｢スーパー35+

(上),｢スーパー98+(下)

クリーンポンプシリーズの完成

汚水･汚物水川水小ポンプは,′卜清

一稚水などの処雌他.言辻やノ娃物の排水川と

Lて､‾出に推紫川,_l二木二1ニーリ出湯の排水

川,腿小l朴ユ■川トンどJ上し､皐帥一丁で多柿多

様グ)ものが必安ときれている｡

II往40～500m叫 山ノJO.25～75kW･プ)

拉州について新機仰の追加,大輔牧山

などを打ち･い,クり-一ンポンプシリー

ス､とLて黎望ん'l化Lた｡ご払,.-■-化に二Ilたっ

ては,(1)刈▲範とする拙い液中に斤ま

れる爽雉物で閉ソ;t享LないことL)(2)flミ

′丁ノ.り範が?手易であること｡.(3いけ1こグ)

川j主に対Lてはポンプにf]軌道転機能

をもたせ,また芥純化l椎柴拝工を｢7小11乾さ

せるなど7｢ンプを砧機能化し,似いや

すいものにすることに七1!比を;Fト､て,

ニーーーズの多様化に対J応できる製.1.丁.シリ

ーズを完成Lた｡そのうち例を図11に

示す｡

照 明

省電力けい光ランプ｢スーパー

35+,｢スーパー98+

月即ザJの市エネルギー化は,ランプを

こまめに消すとか,イこ必要な巾だけ消

す川引き一即汀などのノブ法が行なわれて

きたが,二拉近では照叩jの質を帆‾1ミ▲せず
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図13``BUILMAX”シリーズ構成

に節ノーにできるれノト=にリノ光槻のニーズ'がillJj

ま一つてきている｡什.に力けい)ヒランプ

｢スーパー35一,｢スーーパーー98+はIh上告望

作ノ叶が他什に1t射けてl淵発L/二什.=にノJ

光源で,既設の40W及び110Wラビッ

ド形-i詳具とノ上棟件があり,･.■J二灯しな

がら10%節ノ【‾にできるt､ランプ鵬j左は,

上+人か､てとしてクリプトン系i比イヽガス

を,ノ■に椒と Lて水鎚†ナうモを抹Jl卜∃‾るこ

とにより,消で‡さ`■に力を肌i域するととも

に20ヲ右♂)1主ノ.J主命化をけ1ったしつこれJ)の

什【-はノJけい)Lランプは,デパートなど

の小言舗坪叩トや■卜務I叶,__l二均乙･どグ川弔=ノJ

に址旭である(図12.)｡

ピノレ管王里
分散形ピノレ管王里システム

"BUlJMAX”の完成

ビル符･叩システムは,ビルlノ小二.i貨ii一■一三

されるノ:三食′l=に.馴脂,?こモ1も朋利ぷ仙,紬

_′卜給排水.没イ札
仙災.設イ札 仙犯一i州ifな

どを小火l.=三riイ～己1‾ミで掛l■甘さ:こ手ル糾御するシ

ステムであり,′左仝で‥七過なビル瑞桟

を維持し,lT小椋に設怖の対J卒の山い逆

転,姑適r別御,l'1勧化などを行なうこ

とにより,ビルでのれエネルギーーー,れ

力化及びビル令休の†‾.捕り空,ノ左1†件の

l｢り卜を実現するものであるし〕このよう

なビル符判とシステムは,超■ミ1川づビルな

どの人規校ビルかごノー呪/l三では休巾横

10,000m2札り生の′ト規校ビ/しにまで♂)広

範L叫ニヰ入される他巾=二ある｡ヒトンニ塑望

作析ではこのような帖J上し､17.;安に対ん仁

するため,ビル管理システムのイiぎ拙作,

允り三を【lズ1り,｢分Il馴iり御と射い作用と+を

ノ.!壬本J=牡念とL,ワンチ､ソプマイクロコ

ン ピュータをベーース･と!ノた分l■粒形ビル

管理シてテム"BUILMAX''シり一ズ'を

完成したf)図13に"BUILMAX''シリー一

ズの構成をホす｡

`-BUIl+MAX''シリーズの特k

(1)ビルディングブロックノナノいこよる

小ノ捌こらさかいIt･ノヾ規似までク)システム

のシリー｢ス'化により,ビルク‾)ノ那与‡,狩

川=l′】小二応じた姑旭システムが横才Hで

きるr)(2)システムの隅層化,処月至機能

分倣化によりイ言柚件.処f削′トがl｢り_卜し

てし-る｡(3)コンパクト計.没による1没帯ス

ぺ-1スの節約及びディジタルf∠ミ送ノブJじ

によりケーーーブル+ニーFii賛の節約ができる【つ

(4)ソフトウェアのパ‥ノケージ化による拉

過制御が吋能である｡(5)TACSS(T｡-

talAir-COnditioning System Sim-

Ulator:空調システムシミュレ【タ)に

よるシステムー澗較期間の如縦ができるr,
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